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７月になりました 前期前半ものこりわずかです
例年よりも早く梅雨入りしましたが、なかなか雨が降らず、暑い日が続いています。子どもたちも汗をたくさんかきながら集

団登校をしています。東側の桜門の所で「おはようございます。あつかったね。」と声をかけると、「あつかった！」「きょうは

プールがあります。」などと明るい声で答えてくれます。元気いっぱいの子どもたちです。朝、子どもたちの元気の良いあいさ

つに力をもらっています。

さて、６月のある日の朝、あいさつ運動中に市内の別の小学校の保護者の方から声をかけられ、手紙をいただきました。その

内容を簡単に紹介します。その方の子どもさんは、特別支援学級に在籍しているそうです。言葉がうまく出せず、コミュニケー

ションがうまく取れないそうです。本校の校区内の公園に初めて子どもさんを連れて遊びに行ったとき、本校児童（２名）が自

分たちから声をかけ遊びに誘ってくれ、時には順番を譲ったり、やり方を教えたりしたそうです。また、次の遊びのやくそくま

でしたそうです。その光景を見てとてもうれしくなり、感謝の気持ちを伝えたくて手紙を書かれ、私まで持ってこられました。

私はこの手紙を読んだとき、とても温かい気持ちになるとともに、本校の子ども達の優しい気持ちに触れ、うれしくなりました。

6月、本校では人権旬間の取組を行い、それぞれの学年・学級で「仲間づくり」について学習を進めました。日常的な活動や

学習を通していじめや差別を見抜き、許さないとともに、いろんな人に自分から関わりを持ち、自分の大切さ、他の人の大切

さを認めることができる人になってほしいと思います。

〇6月23日 田植えを行いました
５年生は、社会科の食料生産の学習で稲作について学びます。本校では、地域の方々

の協力により、毎年米作り体験を行っています。吉永さんはじめ米作り委員会の皆さん

の協力のもと、5月25日に種まき、そして6月23日に田植えを行いました。ひもの目印に

合わせて、丁寧に植えていきました。素足で田んぼに初めて入った子どももいたのか足

をうまく引き抜けなかったり、しりもちをついて泥だらけになったりしながら楽しそう

に植えていました。

〇引き渡し訓練、オンライン授業テストお世話になりました
６月２６日（土）に実施しました引き渡し訓練及びオンライン授業テストお世話にな

りました。引き渡し訓練は、災害時を想定した訓練でしたので、保護者の皆さんには徒歩

でのお迎えをお願いしました。多くの方が暑い中ではありましたが徒歩でのお迎えに協力

していただきました。実際の引き渡しは、いろいろなパターンが考えられます。今回の訓

練がその際しっかりと生かされればと思います。ご協力いただいた保護者の皆さんありが

とうございました。また、帰宅後には、各クラスごとにタブレット端末を使ったオンライ

ン授業テストを行いました。私も各教室をまわってみましたが、１年生もしっかりと受

け答えができていました。一部不具合があったご家庭、整備が間に合わなかったご家庭

においても今後、改善整備を進めていければと思います。

〇 ICT機器の活用
合志市の小中学校で

も一人1台のタブレッ

ト端末が整備され、授

業等でも活用が進んで

います。先日、２年２

組の教室では、国語の授業でタブレット端末を

使った「ことばで絵をつたえよう」の学習が行

われていました。先生の説明を聞いて各自の机

上で描いた絵を先生に送り、電子黒板に映して

発表していました。




